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前史 

 

 1934年 荒勝文策（台北大）、菊池正士（阪大）：原子核人工変換 

     続いて理研（仁科芳雄）、阪大（菊池）、京大（荒勝）で 

     サイクロトロンを建設するが、 

 1945年 戦後米軍により破壊撤去され 

     原子核の研究が数年間禁止される。 

    （戦争中原爆研究が行われていた過去がある） 

 

 戦後復興サイクロトロン：理研、阪大、京大。 

            その後東大原子核研究所 

これらは原子核の基礎研究で、いわゆる原子力の研究ではない

1953年 アイゼンハワーのAtoms for Peace演説が画期



原子力基本法
平和目的

（原子力３原則）

民主

自主

公開





日本原子力研究開発機構



放射線と放射能



放射線と放射能

放射線
Ｘ線：電子のエネルギー状態の変化に伴う。

特性Ｘ線、制動輻射、放射光

1985年レントゲンが発見

α線、β線、γ線：原子核の状態の変化に伴う。

1896年ベクレルがウラニウム

1898年キュリーがラジウム





放射線と放射能

放射能 放射線を出す能力（がある物質）



原子力の利用
原子力という言葉はやや曖昧な言葉

本来は核エネルギーというべき

中国では原子能という

日本では ○エネルギーとしての利用（熱利用、発電）

○放射線の利用

実は 核兵器という利用が大きい







核兵器





放射線の利用





エネルギー利用

発電



















最近の国の方針

高速増殖炉の推進



原子力委員会の方針



原子力立国計画（経済産業省）





































































文部科学省





批判的意見



















近藤邦明、槌田敦



近藤邦明、槌田敦



使用済燃料の処理処分

ワンススルー

分離変換処理（高速炉、加速器駆動システム）















トリウムサイクル

古川和男 トリウム溶融塩炉 加速器燃料増殖

高橋 博 加速器駆動トリウム炉提唱

カルロ・ルビア 加速器駆動トリウム炉計画

特徴：トリウムをウラン233に変換して燃料とする。

核不拡散性。環境負荷低減。

トリウム溶融塩炉はかつて米国で成功している

加速器駆動（ADS）にすれば未臨界なので安全。













古川和男

2006年佐藤栄作賞
「核拡散防止」

最優秀賞













核融合 ITER計画





経緯

1985年11月 米ソ首脳会談（レーガン・ゴルバチョフ）が発端
1988年〜2001年7月 設計活動を実施 （米は1999年に計画から脱退。）

2001年11月〜 政府間協議開始（実施中）
2003年2月 米、中国が政府間協議に参加
2003年6月 韓国が政府間協議に参加
2003年12月 カナダが交渉から脱退
2003年12月 第一回6極閣僚級会合開催（ワシントン）。

イーター（ITER建設地）に関する合意にいたらず。
2005年6月 第二回6極閣僚級会合（モスクワ）において、

フランス・カダラッシュにITERが建設されることが決定。
2005年11月 池田要駐クロアチア大使（当時）を

イーター（ITER）事務局長予定者として選出
2005年12月 インドが政府間協議に参加
2006年11月 イーター（ITER）機構設立協定、

イーター（ITER）特権免除協定署名

（現在の参加国： 中国、EU、日本、インド、韓国、ロシア、米国）















ヘリカル方式

トカマク型の他に我が国独自のものとして

ヘリカル式（京大・・＞核融合研究所）があ
る

（連続運転に特徴）

また慣性核融合方式（阪大）もある。





核融合研究所

大型ヘリカル装
置 LHD



安全神話

原子力「村」



ホッペタをひっぱたかれてスタート

自らやりたいことを要求するより国の方針に従い金のある
ところへ動く傾向が大学の研究者にもある。

独立国でない（特に燃料問題）。核兵器のかげ。

物理学者と工学者の相互不信。大学と科学技術庁研究所の
相互不信。通産省と科学技術庁と文部省、原研等と産業界
と電力会社の協調性の問題。

安全神話の崩壊。国民の不信、不安。

情報公開。リスクを正しく説明。過去のやり方への反省。

方針の決定は国民がする。専門家は正しい情報を出す役目。

原子力発電を止める場合も直ぐには止められない。その間
の人材の育成と研究開発の必要性



日本原子力学会倫理規程



ご静聴有り難うございました


